


　前年,電子顕微鏡観察で見つけた,核内の細管状ないし細紐状のものからなる

ゆるい糸だまのような構造物の断面と思われる所見がさらに多くの例に見つか

った。日赤小児科から得られた川崎病患児の皮膚発疹部の材料数がこれまでに

20 例を越え,そのエポン樹脂包埋材料中表皮直下の 15 例のうち 7 例に同種の

構造が存在したので,かなりの頻度にこの所見があることは確かである。


